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調 査 の 概 要 
 
１ 調査の目的 
   全国の医療施設を利用する患者について、受療の状況や受けた医療に対する満足度等を調査す

ることにより、患者の医療に対する認識や行動を明らかにし、今後の医療行政の基礎資料を得る

ことを目的とした。 
 
 
２ 調査対象及び客体 
   全国の一般病院を利用する患者（外来・入院）を対象として、層化無作為抽出した一般病院（５

００施設）を利用する患者を調査の客体とした。 
   ただし、外来患者については、通常の外来診療時間内に来院した患者を調査の客体とし、往診、

訪問診療等を受けている在宅患者は調査対象から除いた。 
 
 
３ 調査の期日 
    平成２０年１０月２１日(火)～２３日(木)の３日間のうち医療施設ごとに指定した１日。 

 
 
４ 調査事項 
  外来患者票 
      診察前の待ち時間、診察時間、診療科の選択、病院を選ぶにあたり必要とした情報、説明の

理解度、重複受診を含む受療状況、満足度、不満を感じたときの行動 等 
  入院患者票 
      診療科の選択、病院を選ぶにあたり必要とした情報、説明の理解度、今後の治療・療養の希

望、自宅で療養できる条件、満足度、不満を感じたときの行動 等 
 
 
５ 調査の方法 
   患者への調査票の配布は、外来患者票、入院患者票ともに調査員が行った。 
   記入は、原則として患者本人の記入方式としたが、記入できない場合については、家族が補助

して記入した。 
   回収は、患者により回収用封筒に密封された調査票を、医療施設において調査員が回収した。 
   なお、郵送による提出も可とした。 
 
 
６ 調査の系統 

（一部郵送回収）

保健所を設置
する市・特別区

保健所 調査員 患者厚生労働省 都道府県

 



- 2 - 

 

 
 
７ 集計及び結果の公表 
  集計は厚生労働省大臣官房統計情報部において行った。 

平成２０年受療行動調査の概況 
数  値：概数 
（病院報告（平成２０年１０月分概数）の外来患者延

数と在院患者数を用いて全国推計を行ったもの） 
 
 
掲載内容：基本集計 
（受療行動調査の調査項目のみで集計したもの） 
 

 平成２０年受療行動調査（確定数）の概況 
数  値：確定数 
（平成２０年医療施設静態調査の外来患者延数と在院

患者数及び平成２０年患者調査の外来患者、入院患

者の年齢構成を用いて全国推計を行ったもの） 
 
掲載内容：基本集計 
（平成２０年医療施設静態調査とデータの結合（デー

タリンケージ）を行い集計） 
掲載内容：関連集計 
（平成２０年医療施設静態調査及び平成２０年患者調

査とデータ・リンケージを行った上で必要項目を集

計） 
 
   なお、病院の表章区分は以下のとおりとした。 
 
  ・特定機能病院………………医療法第４条の２に規定する特定機能病院として厚生労働大臣の  

承認を得ている病院 
  ・大病院………………………特定機能病院、療養病床を有する病院を除いた一般病院で、 

病床規模が５００床以上の病院 
  ・中病院………………………特定機能病院、療養病床を有する病院を除いた一般病院で、 

病床規模が１００床～４９９床の病院 
  ・小病院………………………特定機能病院、療養病床を有する病院を除いた一般病院で、 

病床規模が２０床～９９床の病院 
  ・療養病床を有する病院……医療法第７条第２項第４号に規定する病院の病床であって、主として長

期にわたり療養を必要とする患者を入院させるための病床を有する病院 
 
 

集計（基本集計、関連集計）に用いた有効回答数の状況及び調査実施施設数は次のとおりであった。 
 
（１）基本集計（平成20年受療行動調査と平成20年医療施設静態調査の調査票情報を利用してデータの

結合（データ・リンケージ）の上、調査項目を集計） 

調査票配布数 回収数 回収率（%）

（A） （B） （B）/（A）

総　数 200,075 156,985 78.5 154,185
外　来 134,859 102,674 76.1 100,946
入　院 65,216 54,311 83.3 53,239

調査票配布数、回収数、有効回答数

有効回答数

 

484
特定機能病院 35
大病院 69
中病院 144
小病院 114
療養病床を有する病院 122

11,839 9,368 2,471
12,594 8,491 4,103

51,526 33,056 18,470
40,728 26,959 13,769

 総　 数 154,185 100,946 53,239
37,498 23,072 14,426

病院の種類別調査実施施設数、有効回答数

施設数 有効回答数 外 来 入 院
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（２）関連集計（平成 20年受療行動調査と平成 20年医療施設静態調査及び平成 20年患者調査の調

査票情報を利用して、データの結合（データ・リンケージ）が可能であった調査票のみを用

いて調査項目を集計） 

 

総　　　数 50,431
外　　　来 31,509
入　　　院 18,922

客体数

データの結合（データ・リンケージ）が
可能であった客体数

 

 

 

【利用上の注意】 
   (1) 計数の無い場合は、「－」で表している。 

   (2) 概況に掲載の数値は、四捨五入しているので、内訳の合計が「総数」に合わない場合もある。 

(3) 「（追加）」と記載のある図表は、本概況において新たに追加掲載したものである。 

(4) 基本集計と関連集計では、同様の表章項目がある場合でも客体数の違いにより、同じ数値には

ならない場合がある。 

(5) 受療行動調査とデータの結合（データ・リンケージ）の上、集計した表については下記のよう

に示した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

例
データの結合（データ・リンケージ）の上、
集計した調査項目

○ ○ ○ ○
（患者調査）
関連集計
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